
様式４ 

平成 27 年度青年社会活動コアリーダー育成プログラム  参加申込書 

都道府県名（所属団体名）  

平成２７年  月  日提出 

該当する活動分野※ 訪問国 

□ 高齢者関連活動 ドイツ連邦共和国 

□ 障害者関連活動 英国 

□ 青少年関連活動 オーストリア共和国 

※ 該当する活動分野の□内に、「✓」を記入して下さい。 

※ 訪問国は、相手国との調整の都合により変更することがあります。 

（ふりがな） 

 

 男 

・ 

女 

 

（写真貼り付け） 

 

上半身正面脱帽、

縦  4.5 ㎝ × 横 

3.5㎝、平成 27年

1 月 1 日以降撮影

のものであるこ

と。 

 

氏 名 
 

（ローマ字）  

生 年 月 日 昭和・平成    年    月    日生 

年 齢     歳（平成 27 年 4月 1日現在） 

配 偶 者 有 ・ 無 住民票のある都道府県 都･道･府･県  

（ふりがな）  

現 住 所 

（〒    －      ） 

 

自宅電話（             ） 携帯電話（             ） 

E-mail  

主たる 

活動団体・役職 

  和文表記： 

  英文表記： 

  住所：（〒   －    ） 
 
  電話（            ） URL:                                

職 業   

勤務先又は 

学 校 名 

・ 役 職 
※活動団体と異なる場

合のみ記入 

  和文表記： 

  英文表記： 

  住所：（〒   －    ） 

  電話（            ） 

健 康 状 態 

   良 ／ その他（                           ） 
※ 慢性的な疾患がある場合、定期的に服用あるいは常用している薬がある場合、現在通院している場合はその旨 

記入すること。その他、過去１～２か月の間の集団生活や海外渡航において、心身の健康上気がかりなことが 

ある場合はその旨記入すること。なお、必要に応じ、内閣府から医師の診断や診断書の提出を求める場合がある。 

アレルギーの 
有無等 

食事のアレルギー 無 ／ 有 
（                        ） 
薬のアレルギー  無 ／ 有 

（                        ） 
食事について配慮が必要な事項 
（                        ） 

面接希望日  □５月１５日（金）／□５月１６日（土）※面接可能な日すべてに、「✓」を記入して下さい。 

 

 



 

本事業に応募した動機・目的（200 字程度で具体的に記入すること） 

 

                                               

 

                                               

 

                                               

 

                                               

 

                                               

 

                                               

 

 

 

                                  平成２７年  月  日現在 

年 月 学    歴（中学校以降）・職    歴 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

海 外 渡 航 歴 渡航期間 訪 問 国 目  的  

（記入例） 
H26.10 
 

 
○週間 

 

 
○○国 

 

    

 

 



社会活動を行っている非営利団体における活動状況・実績 

団体名 活動期間・年数 団体の概要、自己の活動内容、役職、今後の取組等 

    

※ 活動団体の運営・経営、活動内容を紹介するパンフレット等があれば提出下さい。 

招へいプログラム 

参加・協力の可否 

 
 可 ・ 否 （具体的に                                                     ） 

※（具体的に ）欄には、参加・協力可能なプログラム（NPO ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌｫｰﾗﾑ、地方でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等）や協力
の形式等（実行委員、当日参加、ボランティアスタッフ等）を記入して下さい。     

 

（参考） 

語

学 

英語に関する 

資格及び経験 
 

英語以外の語 

学に関する資 

格及び経験 

 

 

 



この事業を知った
きっかけに○をし
てください。 
 
※複数回答可 

・親族、友人（既参加青年を除く）からの紹介 ・既参加青年からの紹介 
・勤務先・所属団体からの紹介        ・ポスター、リーフレットを見て 
・新聞広報を見て              ・テレビ番組を見て   
・ラジオ番組を聴いて             
・内閣府ホームページを見て 該当に○→（パソコン・携帯電話） 
・地方公共団体の広報を見て 該当に○→（広報誌(紙)・テレビ・ラジオ・ＨＰ・他） 
・大学の事業説明会に参加して 
・その他(                               ) 

 番組名や新聞紙名、雑誌名、ＨＰ名など上記についての具体的な名称・場所                                  

 

 

 

この申込書は、以下の「記入上の注意」を参照して記入すること。 

１「現 住 所」   電話番号（携帯電話等）は､常に連絡がとれる番号を記入すること。 

２ 「E-mail」 添付ファイルの受信が可能な、通常使用しているアドレスを記入すること。

また、数字「０」とアルファベット「Ｏ」及びハイフンとアンダーバーの区別

ができるよう注意して記入すること。 

３「職  業」 会社員、○○団体職員、公務員（国・地方）、教員（公立・私立）、学生等と

記入すること。 

４「勤務先又は学校名」 勤労者は勤務先名を、自営業の場合は会社・商店名等を、学生は学校名・学

部・学科・学年を記入すること。 

 

５「アレルギーの有無

等」 

「食事について配慮が必要な事項」について、ベジタリアンであることや宗

教上の理由等で食事制限がある旨などを記入すること。 

６「海外渡航歴」 渡航経験はすべて列挙すること。目的には観光、留学、商用、団体派遣（事

業名）等と記入すること。渡航経験がない場合は、「なし」と記入すること。 

 

７「社会活動を行ってい

る非営利団体にお

ける活動状況」 

社会活動団体等での活動、地域での社会参加活動、ボランティア活動などの

経験について所属団体名、活動年数、活動内容、役職等を記入すること。 

 

８「語  学」 実用英語技能検定、国連英語検定、TOEIC、TOEFL等を受けている場合は、そ

の等級、点数、取得時期等を記入すること。 

その他の場合は、言語の種類と次のＡ・Ｂ・Ｃの区分で記入すること。 

Ａ（議論ができる） Ｂ（日常会話程度） Ｃ（あいさつ程度） 

 

※ 参加申込書に記載された情報は、参加青年の選考のために利用されるほか、事業参加者については、必要な範囲で、 

１)事業の実施のため、及び２)事業参加後の青年のネットワークの形成・維持のため利用されます。 

  また、それらの情報は、１)のため、参加事業の他の青年及び各国政府等の事業関係者に、２)のため、事後活動組織に、 

それぞれ提供されることがあります。 

なお、収集した情報は、利用目的の範囲内で適切に取り扱われます。 
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